
２
０
２
０
年
１
月
よ
り
院
内
助
産
院

を
開
始
し
、
現
在
ま
で
に
１
５
０
人
の

赤
ち
ゃ
ん
が
元
気
に
産
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
分
娩
予
約
を
い
た
だ
き
、

選
ば
れ
る
出
産
場
所
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

当
院
は
長
野
県
に
ひ
と
つ
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
︵
世
界
保
健
機
関
︶

と
ユ
ニ
セ
フ
︵
国
連
児
童
基
金
︶
に
よ

る
﹁
赤
ち
ゃ
ん
に
や
さ
し
い
病
院
﹂
に

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
後
ケ

ア
や
育
児
支
援
な
ど
い
く
つ
か
の
ク
ラ

ス
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

妊
娠
前
の
ヨ
ガ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
、
産
後
は
手
形
や
足

形
、
育
児
サ
ー
ク
ル
も
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ク
ラ
ス
の
場
所

は
、
空
い
て
い
る
病
院
の
会
議
室
の
使

用
で
一
定
の
場
所
で
の
集
ま
り
が
で
き

な
い
の
が
現
状
で
す
。
さ
ら
に
は
、
核

家
族
の
た
め
に
母
の
孤
立
な
ど
世
の
お

母
さ
ん
は
集
う
場
所
を
さ
が
し
て
い
る

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

も
、
設
備
面
で
の
充
実
も
欠
か
せ
な
い

と
考
え
、
小
児
産
科
女
性
病
棟
内
の
ラ

ウ
ン
ジ
の
改
修
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
行
い
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
少
額

で
も
多
く
の
人
が
す
ぐ
に
寄
付
が
で
き

民
間
の
資
金
が
社
会
を
支
え
る
と
い
う

考
え
が
現
在
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
使
途
が
明
確
で
、
支
援
す
る
側

も
当
事
者
意
識
や
納
得
感
を
得
や
す
い

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
資
金
６
５
０
万
円
が
達
成
さ

れ
な
い
と
き
に
は
全
て
返
金
と
な
る
シ

ス
テ
ム
で
行
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
と
お
力
添
え
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

次
回
は
１
月
１４
日
掲
載
予
定

︵
題
字
は
鎌
田
實
名
誉
院
長
︶

藤
田
由
理
︵
ふ
じ
た
・
ゆ
り
︶

小
児
産
科
女
性
病
棟
師
長

茅
野
市
出
身
。

２
０
０
１
年
諏
訪
中
央
病
院
入
職
。
外
科
、
内
科
、

整
形
外
科
病
棟
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

経
て
、
１９
年
４
月
か
ら
小
児
産
科
女
性
病
棟
勤
務
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もっと！産後ケア・育児支援の場としてコミュニ
ケーションしやすいラウンジに。
☆ラウンジ「チューリップ」の改修
段差をなくし、マタニティヨガやアロマテラピーなど産後
ケア・育児支援の場として、お母さんはじめご家族のみな
さまも気軽に来ていただける場所にしたい！

もっと！温もりある優しい内装で、リラックスし
て過ごせる病室に。
☆女性専用病棟、個室部屋の内装リフォーム
「アットホームでリラックスできる場所」というコンセプ
トで、温もり感じる雰囲気、そして不安が和らぐ優しいお
部屋にしたい！

院
内
助
産
院
を
マ
マ
と

赤
ち
ゃ
ん
の
特
別
な
場
所
に

〜
あ
た
た
か
な
医
療
を
め
ざ
し
て
〜

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦

諏
訪
中
央
病
院

リ
レ
ー
コ
ラ
ム

諏訪中央病院
小児産科女性病棟師長

ふじ た ゆ り

藤田 由理

クラウドファンディングで叶えたいこと

長
野
日
報
に
て
連
載
中　

毎
月
第
一
日
曜
日

２
０
２
３
年　
　

月
３
日
掲
載
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